
（平成 30 年５月 28～30 日） 

男子 

団体戦 

（対 函館水産） 松前 1－３ 水産 

①ダブルス１  田原・齊藤   ０－２ 

②ダブルス２  太田・三上   ２－０ 

③シングルス１ 藤村 琉七   ０－２ 

④シングルス２ 田原  心   ０－２ 

 

個人戦 

＜男子ダブルス＞ 

【１回戦】 

 田原・齊藤   【０－２】 （函館西） 

 太田・三上   【１ー２】 （上磯） 

 

＜男子シングルス＞ 

【１回戦】 

  太田  魁   【０－２】 （函館工業） 

  三上 大和   【０－２】 （函館商業） 

田原  心   【２－０】 （清尚学院） 

 

【２回戦】 

  田原  心   【０－２】 （函館中部） 

顧問寸評 

 今回の高体連は３年生にとって最後の大会となってしまいま

した。団体戦では１つと勝つことが出来たことと、シングルス

で田原心が１回戦突破という結果でした。惜しい試合もあり、

悔しい半面、３年生４人の成長を見ることが出来ました。結果

は残念でしたが、「悔しい」と思えるまでの段階に自分達がいた

ということを、忘れないで欲しいです。 

 一時は廃部予定であったバドミントン部も、この４人の頑張

りがあったからこそ存続という形で、後輩たちにバトンを繋ぐ

ことが出来たと顧問一同思っています。全員が高校からバドミ

ントンを始めましたが、技術や気持ちの成長の早さに驚かされ

ました。また残された１、２年生は、先輩方の姿を見て、残り

の部活動に力を入れて欲しいと思います。 

 最後に保護者の方々、３年間のご支援本当にありがとうござ

いました。様々な面で多大なご負担をおかけいたしましたが、

皆様のご支援のおかげで生徒達が成長出来たと感じています。

本当にありがとうございました。 

 

 


